










2026年8月号 ─ 6広報こうざき

農業の 『もしも』 に備える制度
　近年、台風や大雨、突風などの自然災害が全国的に増加し、農業経営にはこれまで以上の「備え」

が求められるようになっています。特に園芸施設や農業機械は、一度被害を受けると修理・再建に

多くの費用と時間がかかり、営業再開が大きく遅れるケースも少なくありません。こうしたリスク

に備えるために、農業者の皆さまを支える以下のような各種制度が用意されています。

　「自分の経営にどの制度が合うのか」、「詳しい補償内容を聞きたい」など聞きたい点がありまし

たら、千葉県農業共済組合香取支所までご相談ください。

●園芸施設共済　　　　ビニールハウスやガラス室などの損害を補償
●農機具損害共済　　　自然災害や不慮の事故による農業用機械の損害を補償
●収入保険　　　　　　自然災害による減収や価格低下などによる収入減少を補償

●千葉県農業共済組合香取支所☎〇58５６１１

▲神崎町に飛来したコウノトリ（6月）

　神崎小と米沢小の子どもたちと見つけた生き物を通じ、神崎町の豊かな自然を紹介するコ

ラム。第４回で紹介するのはコウノトリです。

　子宝をもたらすという伝承があるコウノトリは、田

んぼや湿地の小動物を食べて暮らす大型の鳥です。江

戸時代には全国各地にいましたが、鉄砲が普及した明

治以降は稲を踏み荒らす害鳥として駆除されるように

なりました。激減したのは 1950 ～ 60 年代です。

　当時の農薬には重金属の水銀を含む製品が多く、こ

の影響で卵やひなが育たない事例が多発。1971年には

最後の野生個体が死亡しました。その後、最後の１羽

がいた兵庫県豊岡市が、旧ソ連から贈られた個体で人

工繁殖に成功。2005年からは野外放鳥が始まりました。

　コウノトリは今順調に数を増やしています。関東地

方では千葉県野田市、栃木県小山市、茨城県水戸市、小美玉市、神栖市、行方市などが繁殖

に力を入れています。町内の自然愛好団体によると、神崎町にも今春から3羽連れのコウノ

トリが現れるようになったそうです。脚環の番号から、３羽はそれぞれ野田市、行方市、鳥

取県北栄町生まれであることがわかりました。
　

●問合せ　教育委員会☎◯72 １６０１

その④  コウノトリその④  コウノトリ

写真提供／飯田 純男氏

　千葉県では、肥料価格高騰の影響を受けている農業者の皆様に支援として以下のとおり給付金交

付を実施しています。

●対　　象　生産性向上に取り組む農業者

　　　　　　※自ら農産物の生産を行なっており、農産物販売額が 50 万円以上の農業者が対象です。

●内　　容　肥料価格高騰額の１/２以内（上限 10 万円）

　　　　　　※本給付金の詳細は、専用ウェブサイトでご確認ください。

●申請期間　６月 25 日㊍～８月 14 日㊎

●問 合 せ　千葉県肥料価格高騰緊急支援事務局　

　　　　　　☎0120-975-335（平日 9：00 ～ 18：00）

　　　　　　https://jimukyoku.site/chiba/hiryoshien/

肥料購入費を支援します
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現況届・所得状況届の提出をお忘れなく！！

児童扶養手当・特別児童扶養手当

福祉 と 保健福祉 と 健康

●問合せ及び提出先　保健福祉課（神崎ふれあいプラザ保健福祉館）☎◯72１６０３

　「児童扶養手当」と「特別児童扶養手当」を受給されている方は、毎年現況届の提出が必要となり

ます。対象者には、７月下旬に「現況届」もしくは「所得状況届」を送付しますので、期限までに

提出願います。提出がない場合は、以後の手当が受給できなくなります。

児童扶養手当

▲

提出期限　８月３日㊊から８月 31 日㊊まで

▲

対 象 者　次のいずれかに該当する 18 歳までの児童 (心身に一定以上の障害を有する児童

　　　　　　の場合は 20 歳未満 )を監護している父または母、もしくは養育者 (詳細につい

　　　　　　ては、お問い合わせください )

　　　　　　１．父母が離婚した後、父または母と一緒に生活していない児童

　　　　　　２．父または母が死亡した児童

　　　　　　３．父または母に重度の障害 (国民年金の障害等級１級程度 )がある児童

　　　　　　４．父または母の生死が明らかでない児童

　　　　　　５．父または母から引き続き 1年以上遺棄されている児童

　　　　　　６．父または母が法令により引き続き 1年以上拘禁されている児童

　　　　　　７．未婚の母の児童

　　　　　　８．その他、生まれたときの事情が不明である児童

特別児童扶養手当

▲

提出期限　８月 12 日㊌から９月 11 日㊎まで

▲

対 象 者　次のいずれかに該当する 20 歳未満の児童を家庭で監護している父または母、

　　　　　　もしくは養育者 (詳細については、お問い合わせください )

　　　　　　１．おおむね身体障害者手帳１～３級に該当する児童

　　　　　　２．療育手帳Ⓐ、Ａ、おおむねＢ-１に該当する児童

　　　　　　３．日常生活が極めて困難な精神障害のある児童

　　　　　　※ただし、上記に該当しても、次のような場合は支給されません。

　　　　　　　・障害を支給事由とする年金を受けているとき

　　　　　　　・児童福祉施設に入所しているとき

　　　　　　　・日本国内に住所がないとき
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